淨佛國土の原語に付て（昇格記念號） by 高畠, 寛我
淨
佛
國
土
の
原
語
に
付
て
高
畠
寛
我
大
乘
佛
教
に
餐
て
最
も
重
要
な
術
語
の
一
で
あ
る
淨
佛
國
土
の
原
語
に
付
て
は
、
現
行
佛
教
辭
典
に
於
て
見
當
ら
な
い
や
う
で
あ
る
の
も
ノ
で
、
こ
こ
に
そ
の
二
、
三
の
文
例
を
引
用
紹
介
す
る
。
先
づ
梵
文
の
D
h
a
r
m
a
-
s
a
m
g
r
a
h
a
で
あ
る
。
こ
の
書
は
名
の
如
く
種
々
の
法
の
名
目
を
擧
げ
た
も
の
で
あ
る
が
數
目
に
從
つ
て
類
別
さ
れ
て
あ
る
。
漢
譯
の
法
集
名
數
經
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
が
一
致
し
な
い
處
が
多
く
、
今
引
用
す
る
部
分
も
漢
譯
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
梵
文
の
同
經
に
於
て
十
波
羅
蜜
の
名
義
を
擧
ぐ
る
所
が
あ
る
、
而
し
て
各
々
に
三
種
づ
エ
を
明
す
の
で
あ
る
が
願
の
項
に
於
て
も
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b
u
cld
h
a
k
s
e
tr
a
-p
a
r
ic
o
d
h
a
k
a
m
り
せ
み
で
あ
る
。
漢
譯
が
な
い
の
で
、
前
二
者
,に
樹
す
る
逋
當
な
對
譯
を
附
し
難
い
が
、
第
三
は
淨
佛
國
土
の
原
語
で
あ
る
こ
と
ぽ
明
瞭
で
あ
る
、
次
に
十
萬
頌
般
若
(
c
　
t
a　s
a
h
a
s
r
ik
�
e
p
r
a
j
n
�
-p
�
r
a
m
it
�
)
見
る
に
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d
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復
次
に
舍
利
子
よ
、
菩
薩
、
摩
訶
薩
に
し
て
、
過
去
未
來
現
世
の
諸
佛
世
奪
の
佛
土
及
び
佛
土
の
圓
淨
を
見
や
う
と
欲
す
る
な
ら
淨
佛
國
土
の
原
語
に
付
て
、
四
一
四
二
ば
般
若
波
羅
蜜
に
於
て
學
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
次
に
同
本
や
H
脚
O
以
下
に
於
て
長
丈
で
あ
る
け
れ
ど
も
研
究
者
の
爲
に
引
用
す
る
。
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和
譯
〕
さ
ら
ば
、
い
か
に
思
ふ
や
、
舍
利
子
よ
、
實
に
一
切
の
聲
聞
、
獨
覺
は
「
吾
等
は
六
波
羅
蜜
に
於
て
行
じ
て
諸
有
惰
を
成
熟
し
、
佛
土
を
圓
淨
し
、
十
の
如
來
力
を
圓
滿
し
、
四
無
所
畏
、
四
無
礙
解
、
大
慈
本
悲
、
十
八
不
共
佛
法
を
圓
滿
し
て
、
無
上
正
等
覺
を
證
得
し
、
無
量
無
數
無
淺
の
有
情
を
般
涅
槃
せ
し
め
や
う
」
と
如
是
き
念
を
作
す
や
」
と
佛
は
言
ひ
給
ふ
た
、
「實
に
爾
ら
す
世
覃
よ
」
と
舍
利
子
は
答
へ
た
、
世
奪
は
宣
ふ
た
、
「
舍
利
子
よ
、
然
る
に
、
菩
薩
大
士
は
か
く
念
を
作
す
、
「
吾
六
波
羅
蜜
に
於
て
行
じ
、
諸
有
情
を
成
熟
し
、
佛
土
を
圓
淨
し
、
(
十
の
)
如
來
力
を
圓
滿
し
、
四
無
所
畏
、
四
無
礙
解
、
大
慈
大
悲
、
十
八
不
共
佛
法
を
圓
滿
し
、
無
上
正
等
覺
を
證
得
し
、
無
量
無
激
無
邊
の
諸
有
惰
を
般
涅
槃
せ
し
め
や
う
と
」
譬
へ
ば
舎
利
子
よ
、
・實
に
蟲
類
な
る
螢
に
は
如
是
き
念
起
ち
す
馬
「
吾
、
光
に
依
り
て
謄
部
州
を
照
さ
う
、
わ
が
光
に
よ
り
て
謄
部
州
は
明
か
で
あ
る
で
あ
ら
う
」
と
、
こ
れ
と
同
じ
や
う
に
舍
利
子
よ
、
一
切
の
磬
聞
獨
覺
に
は
・
次
の
如
き
念
起
ら
す
、
「
吾
、
六
波
羅
蜜
に
於
て
行
じ
て
諸
有
惰
を
成
熟
し
て
佛
土
を
圓
淨
し
、
十
の
如
來
力
を
圓
滿
し
、
四
無
所
畏
、
四
無
礙
解
、
大
慈
大
悲
、
十
八
不
共
佛
法
を
円
滿
し
、
無
上
正
等
覺
を
證
得
し
て
無
量
無
數
無
淺
の
諸
有
惰
を
般
涅
槃
せ
し
め
や
う
と
、
譬
へ
ば
舍
利
子
よ
、
實
に
太
陽
が
登
り
て
全
瞻
部
州
を
光
に
よ
り
て
照
し
、
全
膽
部
州
を
光
に
よ
り
て
明
か
な
ら
し
め
る
、
こ
れ
と
同
じ
や
う
に
淨
佛
國
土
'
の
原
語
に
付
て
.
.
四
三
、
四
四
舍
利
子
よ
、
菩
薩
大
士
は
六
波
羅
に
於
て
行
じ
有
惰
を
成
熟
し
、
佛
土
を
圓
淨
し
、
十
の
如
來
力
を
圓
滿
し
、
無
上
正
等
覺
を
證
得
し
て
無
量
無
數
無
漫
の
諸
有
情
を
般
涅
槃
せ
し
め
や
う
」
と
叉
同
本
国
・卜。
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和
譯
)
　
そ
は
何
故
な
り
や
、
舍
利
子
よ
、
こ
れ
は
實
に
最
高
の
相
應
で
あ
る
、
即
ち
、
筌
な
る
状
態
と
の
相
應
で
あ
る
、
舎
利
干
、
室
な
る
歌
態
に
ゐ
於
て
、
行
・ず
る
と
き
、
菩
薩
大
士
は
聲
聞
地
叉
は
獨
覺
地
に
落
ち
・ず
、
而
し
て
、
佛
土
を
圓
淨
し
、
諸
有
情
を
成
熱
し
、
速
や
か
に
、
無
上
正
等
覺
證
得
す
る
の
で
あ
る
」
、
と
。
こ
の
、
絡
り
の
文
例
に
於
て
明
か
で
あ
る
や
う
に
、
當
時
の
大
乘
歡
徒
は
聲
聞
地
や
獨
覺
地
に
落
ち
る
こ
と
を
欲
せ
・ず
、
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
を
理
想
と
し
た
の
で
あ
る
。
・次
に
妙
法
蓮
華
經
信
解
品
第
四
の
初
め
の
處
の
漢
譯
(
羅
什
譯
)
を
見
る
に
「
但
念
室
無
相
無
作
於
菩
薩
法
遊
戯
騨
通
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
心
不
喜
樂
」
の
文
あ
り
、
こ
れ
に
對
す
る
梵
文
を
求
む
る
に
、
も
t
a
to
v
a
y
a
m
b
h
a
g
a
v
a
n
b
h
a
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a
t
o
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へ
(
和
.
譯
)
・
そ
れ
故
に
、
世
奪
よ
、
吾
等
は
世
尊
の
法
を
論
き
給
へ
る
と
き
、
一
切
を
室
無
相
無
願
で
あ
る
と
明
か
に
し
、
吾
等
に
よ
り
て
、
こ
れ
ら
の
佛
法
に
於
て
も
、
或
は
佛
國
莊
嚴
に
於
て
も
、
或
は
菩
薩
の
遊
戯
に
於
て
も
、
或
は
如
來
の
遊
戯
に
於
て
秀
、
樂
欲
は
生
せ
し
め
ら
れ
な
か
つ
た
」
更
に
漢
譯
の
我
等
若
聞
淨
佛
國
土
歡
化
衆
生
都
無
欣
樂
の
梵
文
を
見
る
に
,
n
s
am
�k
a
h
arso
p
i
k
a
d
�
-ci
b
h
oti
k
s
etresu
b
u
d
d
h
�
n
a
�ran
itv
a
v
y
u
h
�
n
/
/
4
2
/
/
●
O
(
和
譯
)
佛
土
の
莊
嚴
、
聞
き
た
る
も
吾
等
に
樂
し
み
更
に
な
し
以
上
の
丈
例
に
於
て
は
淨
佛
國
土
成
就
(教
化
)
衆
生
の
原
語
は
佛
國
の
莊
嚴
(
く
着
7
9
)
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
、
爾
る
に
全
經
の
五
百
弟
子
授
記
品
第
八
に
於
て
爲
淨
佛
土
故
常
作
佛
事
歉
化
衆
生
ヘ
ノ
の
文
あ
・り
、
こ
の
梵
丈
は
　
ダ
　
s
a
r
v
a
tr
a
c
a
b
u
d
d
h
a
-k
r
ity
e
u
a
s
a
t
tv
�
n
�
m
p
r
a
ty
u
p
a
s
th
ito
'　
b
h
u
t
s
a
r
v
a
tr
a
c
�
t
m
a
n
o
B
u
d
d
h
a
-k
s
e
tr
a
m
p
a
r
i
�
o
d
h
a
-
●
.
●
　
y
a
t　
s
m
a
s
a
tt
v
�
n
�
m
c
a
p
a
r
ip
�
k
�
y
�
b
h
i:y
u
k
t
s
'
b
h
u
t
　
(
和
譯
)
淨
佛
國
土
の
原
語
に
付
て
.
四
籖
四
六
叉
常
に
、
彼
は
佛
事
を
以
て
諸
有
情
に
近
對
し
、
又
常
に
自
ら
の
佛
國
を
圓
淨
し
、
諸
有
情
の
成
熟
に
努
力
し
た
σ
で
あ
っ
た
、
と
あ
り
、
次
に
、
爲
淨
佛
土
故
常
勒
精
進
歡
化
衆
生
、
に
對
す
る
梵
文
は
　
s
a
t
a
t　
-
　
a
m
ita
m
c
�
b
h
iy
u
k
t
o
b
h
a,v
is
y
a
t
y
�
t
m
a
n
o
b
u
d
d
lia
k
se
t
ra
‐
p
a
r
i
�
u
c　
d
h
a
y
e
s
a
tt
v
　
,
p
a
r
ip
　
c
a
n
a
y
a
　
　
●
0
も
(
和
譯
)
叉
常
恒
に
自
ら
の
佛
國
の
圓
淨
と
有
情
の
成
熟
に
努
力
す
る
で
あ
ら
う
」
と
此
等
の
場
合
に
於
て
原
語
は
先
に
引
吊
し
た
大
般
若
經
の
文
例
と
同
じ
原
語
が
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
の
を
見
る
の
て
あ
る
、
一
　ゆ
　
　
次
に
餘
他
の
梵
文
大
乘
經
に
於
け
る
用
法
を
見
る
に
十
地
經
(
R
a
h
d
e
r
,
D
a
�
a
U
h
a
in
iik
a
s
u
tr
a
)
に
於
て
は
s
a
r
v
黔
b
n
cld
h
鉾
k
s
e
t
r
�
-
●
s
a
�
g
a
p
a
r
i�
u
d
d
h
�n
�
y
a
(
P
.
1
1
)
sa
r
v
a
b
u
d
d
d
h
a
k
se
tr
a
p
a
x
i
�
o
d
.h
a
n
�
y
a
(
P
.
1
5
)
R
(
-　
,6
k
se
tr
a
p
a
r
i
�
u
d
cl
h
im
(
P
.
5
6
)
膤
●
を
用
ゐ
る
、
'
次
に
華
嚴
經
r<
法
界
t
�
(
T
h
e
G
a
n
d
磐
y
p
h
a
s
u
tr
a
b
y
S
u
z
u
k
i
&
I
d
z
u
m
i
)
に
て
は
s
a
r
v
a
b
u
d
d
h
a
k
s
e
tr
a
g
u
n
a
v
y
u
h
a
p
a
r
i�
u
d
d
h
a
y
a
h
(
P
.
1
QQ
)
●
●
s
a
r
v
a
b
u
d
d
h
a
k
s
e
tr
a
p
a
r
i�
u
d
d
h
ih
(
P
.
8
2
)
●
　
b
u
d
d
h
a
k
s
e
tx
a
p
a
r
i�
o
d
h
a
n
�
y
a
(
P
.
8
4
,
P
.
1
0
7
e
t
e
.
　
∂
s
v
a
b
u
d
clh
a
k
se
t
r
a
p
a
r
i�
u
d
d
h
a
y
e
_
(
P
.
1
2
9
)
●
b
u
d
d
h
a
k
s
e
t
r
a
v
i
�
u
d
d
h
iv
i
m
�
t
r
a
t
�
　n
(
P
.
2
0
6
)
●
s
a
r
v
a
b
u
d
cl
h
a
k
s
e
t
r
a
p
a
r
i
�
u
d
d
h
i,
(
P
.
2
7
1
)
●
s
a
r
v
'a
b
u
d
d
h
a
k
se
t
r
a
p
a
r
ic
o
d
h
a
n
a
p
r
a
n
id
h
in
(
P
.
3
8
7
)
●
●
・
s
a
x
v
a
k
s
e
tr
a
p
a
r
i
�
u
d
d
h
in
a
y
a
s
a
m
u
d
r
�
n
(
P
.
3
9
7
)
■
等
を
用
ゐ
る
、
蓬
大
乘
莊
難
論
(討
島
旨
9勸
旨側罫
冨
隠
象
窟
望
く舘剛島
ぎ
k
s
e
t
r
a
p
ar
i
c
u
d
d
h
it
a
h
(
P
.
6
5
)
・
も
・
●
ロ
k
s
e
t
r
a
v
io
u
墨
h
y
a
r
t
h
a
m
(
P
°
峯
ご
嘘
・゚
畧
疊
餅
智
暑
側
ぎ
6
a
k
s
e
tr
a
s
y
a
c
a
v
i
c
o
d
h
a
n
�
(
P
.
1
7
1
)
》
・
℃
k
s
e
t
r
a
p
a
r
ic
o
d
h
a
n
a
m
.,(
　
　
●
℃
x
s
e
t
r
　
s
y
a
c
a
v
ic
o
d
h
a
n
�
(
P
.
T
7
7
)
℃
・
　
づ
b
u
d
d
h
a
k
s
e
t
r
a
p
a
r
i
c
o
d
h
a
n
�
(
P
.
1
7
8
)
噛
等
が
あ
る
。
叉
、
瑜
伽
論
の
菩
薩
地
(
B
o
d
h
isa
t
t
q
a
b
h
u
m
i
.
e
d
it
e
d
b
y
W
o
g
ih
ﾟ
r
a
)
°
に
は
淨
佛
國
.土
の
原
語
ざ
付
て
鹽
四
七
四
八
　
b
u
d
d
h
a
-
k
s
e
t
r
a
,　p
a
r
ic
o
d
h
a
n
�
y
a
m
a
h
�
,p
r
a
n
id
h
�
n
a
a
z
(
P
.
2
7
5
)　
　
}　　
'
,　
rCa
　
■
}
■
　
　
の
以
上
擧
ぐ
る
所
の
文
例
援
つ
て
欝
毒
化
の
淨
逡
と
い
ふ
原
語
は
懇
.
自
7
淨
め
る
と
い
ふ
蘰
に
く
、
又
繕
..】
な
る
接
頭
辭
を
つ
け
て
作
ら
れ
た
動
詞
よ
り
構
成
さ
れ
た
男
性
叉
は
女
性
の
名
詞
で
あ
り
、
叉
、
動
詞
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
o
然
ら
ば
佛
歡
に
於
て
淨
め
る
と
い
ふ
場
合
は
常
に
、
こ
の
語
が
用
ゐ
ら
る
る
か
と
い
ふ
に
、
然
ら
す
、
心
の
染
せ
ら
る
る
に
對
し
て
心
の
淨
ま
る
と
い
ふ
對
比
的
な
語
が
、
、パ
ー
り
原
典
以
來
、
大
体
に
定
ま
つ
て
居
る
の
で
あ
る
S
a
m
y
u
tt
a
-
n
.i
k
�
y
a
(
p
a
r
t
]　[
P
.
1
5
1
)
　
I
　
T
a
s
m
�
t
ih
a
b
h
ik
k
h
a
v
e
a
b
h
ilzk
h
a
n
a
m
s
a
k
a
m
c
iti,a
m
p
a
c
c
a
v
e
k
k
h
ita
b
b
a
m
　
　
D
ig
h
a
r
a
tt
a
m
id
a
m
c
itt
a
m
s
a
n
-
　
ご
k
i
litth
a
m
r
�
g
e
u
a
d
o
s
e
n
a
m
o
h
e
n
�
t
i
　
　
C
ii　ta
s
a
m
k
ile
s
�
b
h
ik
k
h
a
v
e
s
a
tt
�
s
a
m
k
ilis
s
a
n
t
i
c
itt
a
v
o
d
�
.n
�
s
a
tt
�
v
i
s
u
j
j-
●
●
ぽ
僧
暮
剛
＼
＼
ト
(
和
譯
)
こ
の
故
に
、
諸
の
比
丘
よ
、
數
々
、
自
心
を
觀
察
す
べ
き
で
あ
る
、
此
心
長
夜
に
、
貪
欲
、
瞋
恚
、
愚
痴
に
よ
り
て
、
染
せ
ら
る
玉
と
、
諸
.
比
丘
よ
、
心
染
せ
ら
る
乂
よ
り
衆
堂
、
染
せ
ら
る
玉
、
心
の
淨
化
よ
り
、
衆
生
が
淨
ま
る
の
で
あ
る
」
　
　
こ
の
句
は
こ
製
で
三
回
、
く
り
返
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
瓦
に
用
ゐ
ら
る
玉
s
a
m
k
i
le
s
a
は
梵
9
s
a
m
k
le
c
a
(
難
染
)
で
'
v
o
d
�
n
a
は
梵
Q
v
y
a
‾̀鑑
�
n
a
(
清
淨
)
で
あ
る
、
こ
の
語
は
後
世
、
阿
毘
逹
磨
を
經
て
、
般
浩
、
華
嚴
其
他
の
大
乘
經
論
に
於
て
、
清
淨
對
雜
染
の
術
語
と
し
て
、
長
く
用
ゐ
ら
る
丶
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
倶
舎
論
の
根
品
に
於
て
、
二
十
二
根
を
擧
げ
て
、
眼
等
の
六
根
を
有
惰
の
本
と
な
し
、
こ
の
六
根
が
雜
染
(
sa,m
k
leca
)
を
成
す
る
の
ヒ
は
、
苦
、
樂
、
喜
、
憂
、
捨
の
五
愛
根
に
由
る
と
な
し
、
六
根
が
清
淨
(
く
岩
く
客
餅
蠧
)
の
資
糧
を
成
す
る
の
は
信
、
進
、
念
、
定
、
慧
の
五
根
に
由
る
と
し
、
清
淨
を
成
就
す
る
の
は
後
三
根
、
即
ち
未
知
當
知
根
、
巳
知
根
、
具
知
根
の
三
根
に
由
る
と
す
る
の
で
あ
る
、
即
ち
流
轉
(
鷲
磐
螽
ご
還
滅
(三
含
蕋
)
忙
約
し
て
立
て
た
も
の
で
あ
る
、
ハ阿
毘
逹
磨
倶
舍
論
卷
三
、
-K
正
藏
'
2
9
.P
1
3
.
L
'A
b
h
i-
O
●
clh
a
r
m
a
k
o
c
a
d
e
V
a
s
u
k　a
n
d
h
u
1
.
　
1
0
3
°--
　
1　
)
噛
次
に
尾
曽
け
凶
く
鉾
簿
戸
勞
゜
Q
軌
"
に
は
の
　
の
ロ
　
コ
　
　
d
�
n
a
k
　
t
h
a
n
x
c
ila
k
　
th
�
m
s
v
a
rg
a
k
a
t
h
�
m
p
u
n
y
a
k
a
th
�
m
p
u
n
y
a
v
'ip
　
.k
a
k
　
t
h
�
m
k
�
n
ie
s
u
b
h
a
y
a
m
o
k
�
r
a
m
s
a
m
k
z,
噛
●
・
°
.
　
　
　
　
le
c
a
m
n
�
i
s
k
r
a
m
y
�
n
u
c
　
m
s
�
v
y
　
v
$
d
�
n
$
n
i
s
a
m
p
r
a
k
�
c
a
y
a
ti
　
●
■
》
●
(
和
譯
)
施
の
話
、
戒
の
話
、、
天
の
話
、
幅
の
話
、
幅
果
の
話
、
諸
の
欲
愛
に
於
け
る
恐
怖
、
墮
落
、
染
汚
、
と
遠
離
、
功
徳
、
清
淨
を
開
示
ず
る
,
こ
れ
に
關
す
る
類
文
が
】)
凶く
矯
側
く
曽自
餌
昌
薗
×
図
図
嗣
団
.
s
i
s
に
存
す
る
、
こ
の
雜
繊
、
清
淨
の
對
語
は
般
若
、
華
嚴
、
大
乘
莊
嚴
經
論
の
諸
處
隔
其
他
の
梵
丈
經
典
に
も
現
は
る
乂
の
で
あ
る
、
次
に
ζ
れ
に
關
聯
↓
て
、
か
の
周
知
の
七
佛
通
誡
の
偈
文
で
あ
る
が
今
法
句
經
中
に
あ
る
そ
の
巴
梨
文
を
引
用
す
れ
ば
下
の
如
く
で
あ
る
。
　
S
a
b
b
a
　
�
p
a
s
s
a
a
k
a
r
a
n
　
,m
k
u
s
a
la
s
s
a
u
p
a
s
a
m
p
　,cl
�
●
°・
舘
川紆
冨
胃
屯
。
鍵
鑒
冨
臣
㎞
。
富
3
び
鼠
き
91
奏
町
・゚
聾
薗
昏
こ
れ
に
獨
す
る
梵
丈
は
溜
佛
國
土
の
僚
語
に
付
て
,
四
九
五
〇
寓
a
li�
v
a
s
tu
.鵠
゜
b
°
蔭
b3
0
　
　
s
a
r
v
a
p
�
p
�
s
y
�
k
a
ra
n
　
m
k
u
c
la
s
y
o
p
a
s
a
n
　.p
a
　
.�
/
●
■
　
　
sv
a
,c
itt
a
p
a
r
y
�
d
�
p
a
n
a
r　i
e
t
a
　
.b
u
d
d
h
�
n
u
c
�
s
a
n
a
m
　
　
℃
と
あ
る
、
こ
の
偈
文
の
意
味
は
云
ふ
迄
も
な
く
漢
譯
に
「
諸
惡
莫
作
、
衆
善
奉
行
、
自
淨
其
意
、
是
諸
佛
歡
」
と
せ
ら
る
契
も
の
で
あ
る
。
　
　
こ
の
自
淨
其
意
に
當
る
原
語
が
前
丈
中
9
s
a
c
itt
a
p
a
r
iy
o
d
a
p
a
n
a
m
で
あ
る
が
、
こ
の
語
を
即
ち
、
「
自
己
の
心
を
全
く
制
す
る
」
と
、
云
ふ
意
味
の
語
に
改
め
る
が
正
し
か
と
す
る
見
解
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、や
は
り
、
こ
の
語
に
關
す
限
か
、東
方
聖
書
の
英
譯
法
句
經
申
の
前
丈
の
英
譯
の
下
註
に
あ
る
意
見
に
從
ひ
、こ
れ
を
唱
碧
帥.十
帥く
謡
q
91
凶
よ
り
來
る
語
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
と
思
ふ
、
こ
の
事
は
今
ま
で
に
述
べ
た
a
く
y
a
v
a
u
n
a
の
語
の
存
立
及
び
用
法
よ
り
も
確
か
め
ら
れ
得
る
と
思
は
れ
る
'
倚
'
D
ac
ab
h
u
m
ik
a-su
t蕁
彦
P
°
gQ
に
は
サ
d
h
爭
r
m
a
d
h
�
t
u
s
u
p
a
r
y
a
v
a
cl
�
p
$
n
�
y
a
(
独
界
を
よ
く
清
淨
な
し
ら
む
る
爲
め
に
)
の
用
法
が
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
淨
佛
國
土
の
語
の
淨
化
の
原
語
と
し
て
用
ゐ
ら
る
瓦
の
は
p
a
r
ze
n
d
d
h
i;
p
a
r
ic
o
d
h
a
n
a
,
p
a
ric
o
d
h
a
n
a
p
a
r
ic
o
d
d
a
n
�
,
噛
●
　
等
で
あ
つ
て
一其
用
法
は
廣
く
、
こ
れ
に
對
し
'
v
嵩
v
a
d
�
n
a
な
る
語
は
多
く
の
場
合
s
a
m
k
le
c
a
と
相
對
し
て
用
ゐ
ら
る
玉
の
で
あ
り
る
。
